
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「話し合い活動」を積極的に取り入れた授業研修 

(1)  発達段階に応じた話し合いの場においての「話し方」 

や「聞き方」のこつを作成し，教室の前面に掲示してお 

く。また，発表の話型や話し合いの手順についても各学 

年で作成した。 

(2)  教師が，授業の中で，自分の考えと友達の考えを交流 

させる場をどのように仕組んでいけば，子どもにとって 

学び合うことの楽しさを味わわせることができるかを現 

職教育で研修してきた。                    

                                  

● 「聞く力」「話す力」を培う集会活動   ～ 人の生き方を学ぶ・自分の思いを表現する ～ 

  毎週月曜の朝のミニ集会では，委員会や学年からのお知らせもあるが，校長だけでなく，先生方か

らも話をしている。話す内容は，人としての生き方を感じるもの・子どもたちが今後の生活に生かせ

るものなど，子どもが興味を示し，心に響くものを意識している。子どもたちは，教師の顔を食い入

るように見つめ，真剣に聞き取ろうとしている。集会活動の時間は，子どもたちに「聞くこと」を通

して，心づくりをする場と考えている。 

  また，相手によくわかるように話すことを意識して，委員会からのお知らせやお願い・各学年の紹

介をする時間も大切だと考え，自信をもって話せる子どもを育てる機会としている。 

 

● 人とつながる喜びを味わう縦割り色別活動の充実 

  本年度は，人間関係づくりの充実を図るために体力つくりや清掃・給食に縦割り色別活動を組み入

れた。上級生として下級生に対してどのように接していけばよいのか，下級生は，上級生の姿から何

を感じるのか，実際の活動を通して学ばそうと考えた。縦割り色別活動を通して，いろいろな問題が

起こるが，教師が支援者となって，人との関わりの中で，上級生を慕う下級生，下級生が憧れる上級

生を育てていく。子どもたちは，相手の気持ちの理解や，気持ちを考えた言葉かけができるようにす

るために，授業で学んだ「話し合いのスキル」を生かしながら，人と接している。 
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本校の児童は，言われたことを素直に実行しようとする児童が多い。また，小規模校で，固定化され

た人間関係の中で，自分の思いを言葉で伝えなくても分かり合えることもある。しかし，自分の思いを

どう伝えればよいか分からなかったり，相手を意識せずに話したりすることで，トラブルになることが

増えつつあり，解決に教師の支援を必要とする場面がある。 

 そこで，授業の中で，「聞く力」「話す力」の育成と「話し合いにおけるスキル」の習得を目指して人

との関わり方を身に付けたり，縦割り色別活動の場で人間関係づくりを充実させる場面を仕組んだりし

ながら，子どもたちに人とつながる喜びを味わわせることにした。 

 

 長なわに入れない子を入れるまでにする過程・清掃の分担の話し合いや実働の中での様々な問題の解

決・給食の分担の話し合いや食べられない子への関わりなど，上級生，特に，リーダーである６年生に

とっては，負担に感じることがある。また，下級生は，甘える行動も多々ある。しかし，時間が経つに

つれて，子どもたちは，優しさと厳しさをもちながら関わり合うことができるようになってきた。子ど

ものアンケートの「縦割り活動は楽しいですか。」の問い対して肯定率は，１・２年生は９割強，３・

４年生は９割，５・６年生は９割強であった。教師の自己評価は，Ａ評価だった。 
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